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（平成30年 ９月 定例会議事日程）

日時 平成30年９月21日(金)
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場所 えびなこどもセンター　301会議室

教育長報告

１ 報告第 17 号

２ 議案第 20 号

３ 議案第 21 号

４ 議案第 22 号

日程第

日程第

日程第

日程第 「海老名市保護者負担経費の在り方についての方針」につい
て

平成30年度全国学力・学習状況調査結果の公表及びその方法
について

平成30年度教育委員会非常勤特別職の委嘱について

国指定史跡相模国分寺跡用地取得の申し出について





海老名市教育委員会 

平成３０年 ９月定例会 

◇教育長報告 

１ 主な事業報告 

８月２４日（金） 教育委員会８月定例会 

            太田市交流演奏会出迎え 

不登校支援「ぼちぼち」見学 

２５日（土） 総合防災訓練ビックレスキュー 

２６日（日） 総合防災訓練ビックレスキュー 

       太田市・海老名市交流演奏会 

２７日（月） 第２学期始業式 

       朝のあいさつ運動（今泉中） 

２８日（火） 市長定例記者会見 

       指導係・支援係３０計画進捗報告 

２９日（水） 週部会 

杉久保小遊具披露式典 

授業改善実践推進委員会 

     ３０日（木） 校長会学校予算要望 

            校長連絡会 

            保護者負担経費検討委員会 

     ３１日（金） 市議会第３回定例会本会議（開会） 

      ９月校長会議 

      臨時最高経営絵会議 

      台風２０号情報連絡会 

代表質疑部内調整 

９月 １日（土） 単Ｐ会長会 

   ２日（日） ひびきあい塾 

         神奈川俳句大会 

３日（月） 臨時教育委員会 

            台風２０号情報連絡会  



４日（火） 台風２０号情報連絡会 

      小中学校１５：００一斉下校 

            代表質疑市長ヒア 

            学力学習状況調査基礎資料・経年変化報告 

      ５日（水） 週部会 

            初任者授業参観（柏ケ谷中） 

            有鹿小学校運営協議会 

            学校ＩＣＴ活用推進協議会 

            総合教育会議児童打合せ（東柏ケ谷小） 

      ６日（木） 市議会第 3回定例会本会議（代表質疑） 

            9 月教頭会議 

            一般質問部内調整 

７日（金） 今泉小学校運営協議会 

            よりよい授業づくり学校訪問（杉本小） 

   8 日（土） 第 1回総合教育会議 

   9 日（日） 薬物乱用防止キャンペーン 

         消防９９の日イベント 

１０日（月） 一般質問市長ヒア 

  １１日（火） 9 月臨時校長会議 

    １３日（木） 文教社会常任委員会（補正・陳情案件） 

県中学校校長会幹事会 

１４日（金） 初任者授業参観（中新田小、杉久保小） 

       教育課題研究会 

１６日（日） 中学校体育祭 

１７日（月） 文化財保存整備委員会 

１８日（火） 消防署西分署打合せ 

１９日（水） 市議会第 3回定例会本会議（一般質問） 

２０日（木） 市議会第 3回定例会本会議（一般質問） 

２１日（金） 初任者授業参観（有鹿小） 

       十五夜豆腐寄贈セレモニー（有鹿小） 

       歴史絵手紙審査会 

       MOA絵画コンクール審査会 



 ２ 学校施設再整備計画について 

このことについては、海老名市学校施設再整備計画策定検討委員会 

の答申を受け、9月 3日に臨時の教育委員会を開催し、みなさんに「海 

老名市学校施設再整備計画（案）」のパブリックコメントの実施につ 

いて承認いただいたところです。 

   現在、9 月 6日から 9月２５日の間でパブリックコメントを実施し

ています。 

   また、第１回総合教育会議の折に、議題としたところです。 

先日、体育祭の学校訪問で、あらためて校舎や体育館を見上げ、見 

渡し、数十年先を見通して、次の世代に負担とならないように、私た 

ちの意図が伝わるように、計画を策定しなければと思ったところです。 

   例えば、具体的に、体育館に空調設備を設置するとしても、体育館

が単なる体育や儀式、部活動のための学校施設ということでなく、避

難所として、地域の集会等に使える施設として考える必要があると思

いました。 

   一週間後の２８日に、臨時教育委員会を開催し、みなさんと充分に

協議し、「海老名市学校施設再整備計画」決定したいと考えますので、

よろしくお願いします。 

                      以上でございます。 
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平成 30年第 3回定例会一般質問・教育部所管部分の質問・答弁 

●永井浩介議員 

【教育について】  

 ○ 教育委員会では、平成 26 年から、学力・学習状況調査の市全体の結

果の分析と考察から「指導の改善に向けた手だて」をまとめ、HP で公開し

ている。 

 ○ 正答率は、小中学校ともに昨年度と比べ、向上している。 

 ○ 生活習慣などを問う質問紙の結果から、小学生は規則正しい生活習慣

が身に付いている児童が多く、中学生は、規範意識を持って学校生活を

送っている生徒が多いということが分かった。 

 ○ 一方、地域・社会へ関心を持つことについては、平成 26 年度調査から

継続して課題となっている。 

 ○ 今後、学校だけでなく保護者や地域の理解の下、教育施策の改善と学

校の授業改善に努めていく。 

●宇田川希議員 

【学校の体育館の暑さ対策について】 

 ○ 近年の異常気象による体育館の暑さ対策については、大きな課題と認

識している。 
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 ○ このため、これまでも試験的に体育館に大型涼風器を導入するなど、効

果検証を実施してきたが、授業等での利用後のアンケート結果等では、

多くの課題が挙げられ、導入に至らなかった経緯がある。 

 ○ 今後の体育館の改修時には、エアコン設置も検討していく。 

【学校の雨漏り対策について】

○ 雨漏りが発生した場合は、教室等を最優先に補修工事を実施している

が、強風を伴う台風やゲリラ豪雨の際は、窓枠付近から雨漏りが多く発生

している。 

○ これまでも、良好な学習環境維持のため、雨漏り対策には重点的に予

算配分するなど対応している。 

○ 原因が特定できない場合もあり、その場合は、応急的な施工を行ってい

るが、施設の老朽化等、やむを得ない事情もある。 

○ 今後も施工方法の工夫をしながら、迅速な対応に努めていく。 

●西田ひろみ議員 

【学校における性教育について】 

 ○ 小学校では、4 年生の保健の授業で学習する「体の発育・発達」だけで

はなく、市内の養護教諭が作成した６年間の市独自の性教育指導計画

に基づき、小学１年生から系統的に学習している。 
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 ○ 中学校では、１年生の保健体育の授業で、「生殖機能の成熟」や「性情

報の対処」等を、2年または 3年生で「性感染症の予防」を学習する。 

 ○ 性感染症の予防については、授業に加えて全中学校で保健福祉事務

所の保健師を講師に「性感染症防止講演会」を実施している。 

 ○ このほか、他教科と関連させたり、助産師や赤ちゃん連れの母親を学校

へ招いたりして、性教育を「いのちの授業」と捉えて指導を進めている。 

●氏家康太議員 

【自殺予防策と学校でのいじめ防止策について】  

 ○ 平成 25 年９月のいじめ防止対策推進法の施行を受け、市は平成２７年

４月に「海老名市いじめ防止条例」を制定した。 

 ○ また、学校ごとに「学校いじめ防止基本方針」を策定し、総合的・組織的

に取り組みを進めている。 

 ○ 校内委員会の設置も義務付けており、教育相談やアンケート調査等によ

り、いじめを認知した場合には、組織的・実効的に対処している。 

 ○ 対応は１人の教員では無理。必ずチームで対応することが求められる。 

 ○ 教員一人ひとりが「大切な命を扱っていること、一人ひとり違ってよい、そ

の子の希望を尊重して育てること」を常に意識することが必要。 
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●久保田英賢議員 

【学用品等経費負担のあり方について】  

 ○ 子どもたちの入学準備だけでなく、在学中も、保護者は多くの経費を負担

しているが、これまで経費負担については公の場で議論や協議がされてこ

なかった。 

 ○ アンケートを実施したところ、高値感・負担感があることが分かった。 

 ○ 制服、ジャージ服、学用品については、価格や購入過程が不明確である

など、課題があったことも事実。 

 ○ 保護者が負担する経費は、公正性を確保するとともに、説明責任を果た

していくことが必要。 

 ○ このため、平成２９年度に保護者と校長会、教職員等の関係者で構成さ

れる「保護者負担経費検討委員会」を設置し、検討・協議を進めてきた。 

 ○ 同委員会から提言が提出されたことから、９月の定例教育委員会で審

議し、教育委員会としての方向性を定めていきたい。 

【学童保育事業の現状と今後のあり方について】  

 ○ 学童保育は、需要の拡大などから、今後も利用者が増加すると見込んで

おり、課題と認識している。 

 ○ 事業所の増設を検討するにあたっては、需要数、地域性、学区のバラン

スを勘案した適正な配置を考慮することが求められる。 
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●森下賢人議員 

【相模国分寺史跡等の利活用について】  

 ○ 整備状況としては、相模国分寺跡は 34,500 平方メートルのうち 77％を

公有地化しており、今年度新たに南東の１筆を買収予定。国分尼寺は

7,160 平方メートルのうち 68％を公有地化している。 

 ○ 国分寺跡は、今年度中に道路沿いに大型の案内看板を設置する予定。 

 ○ 尼寺跡は、広場として開放しており、見学のほか、地元自治会のレクリエ

ーション、防災訓練等でも活用いただいている。 

【コミュニティ・スクールについて】  

 ○ 現在 19校中14校が設置、12月までに全校設置の予定。 

 ○ コミュニティ・スクールは学校・家庭・地域がともに子どもたちを育てていこ

うという取り組みであり、今後の学校の在り方の中心となるもの。これから 3

年くらいをかけて、その地域・学校に合った形を作り上げていただけたらと

思っている。 

●山口良樹議員 

【市立図書館について】  

 ○ 市立図書館は、平成 26年度から指定管理者制度を導入している。 

 ○ 民間のノウハウが取り入れられ、ハード、ソフト両面において新たなサービ
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スが提供されることで、より多くの市民に利用されるようになった。 

 ○ 指定管理者は、利用者からのご意見・ご要望を真摯に受け止め、迅速に

改善を図るとともにサービスの向上に努めてきたと認識している。 

 ○ 外部機関による労働条件審査、第三者評価でも高い評価を受けており、

アンケート調査においても、満足度が高い。 

 ○ よって、現指定管理者が適格性に欠けるという認識は持っていない。 

●志野誠也議員 

【市立図書館と門沢橋コミセンの指定管理について】 

 ○ 教育委員会では、市立図書館における指定管理者制度の継続にあたり、

「ひろがる つながる みんなの図書館」とする基本方針定めた。 

 ○ 「学び」と「コミュニティ」の拠点施設とすべく、二館の「一体性」と地域性を

踏まえた「独自性」を持たせ、魅力ある、進化する施設を目指していく。 

 ○ 今回の募集は、門沢橋コミセンとの複合施設である有馬図書館の改修

提案を含め、ハード、ソフト両面において、教育委員会の基本方針を踏ま

え、提案してもらう。 

【学校施設再整備計画について】 

 ○ 学校施設再整備計画は、市の「公共施設再編計画」の分野別計画。 

 ○ 策定にあたっては、“「持続可能」な「夢のある」計画”を基本的な考え方
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とし、学校施設再整備計画策定検討委員会に諮問し、審議いただいた。 

 ○ 審議会では、将来の児童生徒数の減少や財源不足を見据え、各委員

が「次の世代に付けを回さないために今の大人が何をすべきか」という共

通の意識の下、広範な議論をいただいた。 

 ○ そして、適正な学校規模を維持しながら、学校が「みんなの学校」に進化

していくことが望ましいとの答申をいただいた。 

 ○ 今後、学校は、教育施設としてだけでなく、広く利活用される「公共施設」

との位置付けとなると考える。 

 ○ この答申を踏まえて教育員会として計画を策定し、各方面に理解を求め

ながら再整備を進めていきたい。 

●松本正幸議員 

【市立図書館のあり方について】  

 ○ ※※ 志野誠也議員と同様の答弁 ※※ 

●戸澤幸雄議員 

【公共施設の今後について】  

 ○ 学校施設再整備計画は、学校施設の再整備を行うことで、本市の持続

可能な行政経営を可能にするとともに、今と未来の海老名の子どもたちに
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夢を持ってもらうことができる計画とすることを基本的な考えとしている。 

 ○ 策定にあたっては、児童生徒数の将来予測、学校施設の老朽化の状況

の把握、財政状況の見通しなど、学校施設の現状と課題を整理した。 

 ○ それらを踏まえ、「持続可能」な「夢のある」計画として、学区の再編や学

校の統廃合、複合化・多機能化、ユニバーサルデザインや木質化などを

含む学校施設再整備方針を整理するとともに、向う 10 年間の短期計画、

中長期 20年、超長期 40年の計画についての方向性を示している。 

【教育について】 （家庭学習に対する支援について） 

 ○ 家庭学習は、保護者の協力のもとに、家で行うものである。保護者向け

に「家庭学習の手引き」等を発行して、学年に応じた学習時間の目安や

自主学習の例を示している学校、懇談会の場で学習している内容やつま

ずきやすいポイントを保護者に伝え、保護者にこどもの家庭学習を支援し

てもらえるように工夫している学校がある。 

 ○ 今後も、学校と家庭が連携して家庭学習を進めていきたい。 

●相原志穂議員 

【子どもの見守りと相談体制について】  

 ○ 子どもの見守りについて、学校では、日常的に登下校の安全指導を行っ

ている。また、小学校1年生には防犯ブザーの使い方を指導している。 
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 ○ 警察署員を講師に防犯教室を実施している学校や、PTA との協働によ

る防犯パトロールを実施している学校もある。 

 ○ 教育委員会では、青パトによる通学路安全パトロール、通学路への防犯

カメラの設置、全小学校への安全監視員の配置等を行っている。 

 ○ ８月には小学校全校の基幹通学路上における、ブロック塀などの現況調

査を実施し、結果を各校に情報提供している。 

 ○ 次に、いじめに係る相談の状況は、平成 29 年度のデータでは、相談総

数1,814 件のうち、いじめを主訴としたものは 8件である。 

○ 最多は不登校の749件、次いで学業等327件、家族関係の順となって

いる。これらがいじめに繋がることが少なくないことから、すべての相談にお

いて丁寧に、注意深く対応している。また、支援センターでは、学校からの

情報提供や相談を受け、担当の指導主事が支援等を行っている。 

●福地茂議員 

【学校での防災教育について】  

 ○ 「海老名市防災教育テキスト」は、小中学校の教員が中心となり作成し、

平成 29年度から全小中学校で活用している。 

 ○ 小学校低学年用・高学年用、中学生用の 3 冊で、９年間の発達段階に

合わせて系統的な学習内容。 
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 ○ 授業後のアンケートでは、99％の子どもが「地震からどのように身を守る

か知識が増えた」と回答している。 

 ○ 今後も指導を継続することで、自分のいのちを守ることの大切さを学び、

自ら判断して行動できる子どもたちを育てていきたいと考えている。 



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　新たに非常勤特別職を委嘱したため

報告第１７号

平成30年度教育委員会非常勤特別職の委嘱について

平成30年度教育委員会非常勤特別職の委嘱について、海老名市教育委員会教育長に

対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定に

より臨時に代理し発令したので、同条第２項の規定により報告する。

平成３０年９月２１日提出

　報告理由
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非常勤特別職（有鹿小学校学校運営協議会委員）の委嘱について

１ 学校運営協議会委員について

２ 委嘱期間について

３ 提案理由

新規委嘱

４ 委嘱者

【新】

氏　　名 委嘱等内容 備　　考

碓井
う す い

　雅
もと

巳
み

新規 学識経験者

鍵渡
かぎわた

　正
まさ

徳
のり

新規 学識経験者

本多
ほ ん だ

　和子
か ず こ

新規 地域住民

北川
きたがわ

　八重子
や え こ

新規 学校運営に資する活動を行う者

大久保
お お く ぼ

　敏
さとし

新規 地域住民

荒井
あ ら い

　純
じゅん

新規 学校運営に資する活動を行う者

伊藤
い と う

　恵美子
え み こ

新規 学校運営に資する活動を行う者

郡山
こおりやま

　強
つよし

新規 校長

高橋
たかはし

　玲子
れ い こ

新規 教頭

金子
か ね こ

　充
みつる

新規 教務主任

学校運営への必要な支援及び協力を行う。

平成30年９月１日から平成32年８月31日まで

平成30年９月21日

定例教育委員会資料

教育支援課指導係
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非常勤特別職（今泉小学校学校運営協議会委員）の委嘱について

１ 学校運営協議会委員について

２ 委嘱期間について

３ 提案理由

新規委嘱

４ 委嘱者

【新】

氏　　名 委嘱等内容 備　　考

田口
た ぐ ち

　春代
は る よ

新規 地域住民

中野
な か の

　隆則
たかのり

新規 地域住民

清水
し み ず

　寛之
ひろゆき

新規 地域住民

守屋
も り や

　佐千子
さ ち こ

新規 学校運営に資する活動を行う者

國重
くにしげ

　正雄
ま さ お

新規 学識経験者

木島
き じ ま

　智恵美
ち え み

新規 学校運営に資する活動を行う者

加藤
か と う

　秀夫
ひ で お

新規 校長

学校運営への必要な支援及び協力を行う。

平成30年９月１日から平成32年８月31日まで

平成30年９月21日

定例教育委員会資料

教育支援課指導係
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非常勤特別職（大谷小学校学校運営協議会委員）の委嘱について

１ 学校運営協議会委員について

２ 委嘱期間について

３ 提案理由

新規委嘱

４ 委嘱者

【新】

氏　　名 委嘱等内容 備　　考

桐生
きりゅう

　行雄
ゆ き お

新規 学校運営に資する活動を行う者

今別府
い ま べ っ ぷ

　淳子
じゅんこ

新規 学校運営に資する活動を行う者

藤澤
ふじさわ

　ゆかり 新規 学校運営に資する活動を行う者

石井
い し い

　正雄
ま さ お

新規 学校運営に資する活動を行う者

秋山
あきやま

　範子
の り こ

新規 校長

郡山
こおりやま

　敦子
あ つ こ

新規 教頭

内山
うちやま

　大輔
だいすけ

新規 教務主任

学校運営への必要な支援及び協力を行う。

平成30年９月１日から平成32年８月31日まで

平成30年９月21日

定例教育委員会資料

教育支援課指導係
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　教育財産(２千万円以上）の取得の申し出をしたいため

議案第２０号

国指定史跡相模国分寺跡用地取得の申し出について

別紙のとおり、国指定史跡相模国分寺跡用地取得の申し出について、議決を求め

る。

平成３０年９月２１日提出
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国指定史跡相模国分寺跡用地取得の申出について 

１．目的 

史跡の遺構保存と歴史公園として整備活用を図るため。 

２．取得申し出内容 

土地買取り及びその土地に存する物件の移転など通常受ける損失補償。

３．取得申し出地 

（１）地番 

海老名市国分南一丁目1739番１ 

（２）土地の現況 

①市街化区域 ②第１種住居地域 ③地目：宅地 ④面積：303.30㎡ 

４．物件等補償 

  ①建 物 木造亜鉛鉄板平屋建 

②工作物 板塀、コンクリートブロック縁石、庭石など 

③立竹木 クスノキ、ケヤキ、キリなど４９本 

５．取得及び補償申し出年月日 

平成30年９月下旬に申し出予定 

６．土地売買申出額 

６６，７２６，０００円 

７．物件等補償額

１４，０２９，１７０円 

８．史跡相模国分寺跡の概要 

（１）史跡指定区域の状況 

史跡相模国分寺跡は、海老名市国分南一丁目にあり、海老名駅の東方約 650ｍに位置し、都

市計画法上の用途地域が第一種住居地域であり、周辺部は宅地となっている。 

（２）遺跡の概要 

相模国分寺は、741 年聖武天皇の国分寺建立詔を契機に海老名の地に設置された。西に塔、

東に金堂、北に講堂を配する法隆寺式伽藍配置であり、発掘調査により各建物の基壇跡等の遺

構が確認されている。その存在は古くから知られ、大正10年３月３日付で国指定史跡となった。

指定面積は34472.73㎡である。 

（３）これまでの保存整備活用 

公有地化部分について整備工事を行い開放している。日常的な管理は地元自治会、ボーイス

カウト、社会福祉法人に委託し、市主催のイベントや地域の行事などでも利用されている。 

（４）公有地化状況 

現在、6,458.99㎡を公有地化、史跡指定地の公有地化率は76.75％となっている。 

平成30年９月21日

定例教育委員会資料

教育総務課文化財係
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　平成30年度全国学力・学習状況調査結果の公表及びその方法について決定したいため

議案第２１号

平成30年度全国学力・学習状況調査結果の公表及びその方法について

別紙のとおり、平成30年度全国学力・学習状況調査結果の公表及びその方法につい

て、議決を求める。

平成３０年９月２１日提出

- 11 -



- 12 -



平成３０年度全国学力・学習状況調査の公表及びその方法について 

◆公表の目的 

１．ひとりひとりの児童・生徒が、自分自身を改善する。 

２．学校が指導の改善に生かす。 

３．海老名市教育委員会が教育施策の改善に生かす。 

４．保護者・市民に公表し、学習習慣や生活習慣の改善に向けて協力を得る。 

◆公表の方法 

海老名市の結果  

≪公表内容≫ 

平均正答率や分布、質問紙の結果を、全国・県との比較で、数値や文章で表記する。 

① ダイジェスト版および結果概要 

② 学力調査結果「小学校国語 A・B、小学校算数 A・B、小学校理科、

中学校国語 A・B、中学校数学 A・B、中学校理科」 

※「問題の趣旨」「全体の正答率」「領域別の正答率」「内容について」 

「考察」「これまでとの比較（平成 26 年度からの経年比較）」 

 「指導の改善にむけて」 

③ 児童生徒質問紙調査結果 

  ※主な質問紙の今年度の結果と経年変化 

④ 教科に関する調査との関係（クロス集計） 

⑤（新規）５年間のまとめ 

  ※教科及び質問紙について「これまでの傾向」「今後の取組」をまとめる 

⑥ ご家庭で協力していただきたいこと 

⑦ 学力向上のための「８つの教育施策」について 

≪周知方法≫ 

○ 市ＨＰにて公表する。（印刷物での配布はしない） 

○ 各校の結果冊子配布時に、保護者へ市ＨＰのＵＲＬを掲載した学校メールを

送信する。 

平成 30 年９月 21 日 

教育委員会定例会資料 

教育支援課指導係 
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各校の結果 

≪公表内容≫ 

・全校同じ構成で公表するが、様式・内容については学校裁量とする。 

・平均正答率は記載せず、文章で表記する。 

① 各教科の調査結果 

  ※分析による「優れている所」「努力を要する所」 

※「これまでの取組から」「今後の具体的な取組について」 

② 児童生徒質問紙の結果 

  ※分析による「よかった所」「課題と思われる所」 

※「これまでの取組から」「今後の具体的な取組について」 

③ ご家庭で協力していただきたいこと 

≪周知方法≫

○ 市ＨＰにて公表する。 

○ 冊子で全家庭に配付する。 

  ※保護者宛文書に「ＱＲコード」を掲載して、市のＨＰに公表している 

   「海老名市の結果」および「他の学校の結果」を閲覧しやすくする。 

◆今後の予定 

平成３０年１１月１９日 市結果説明会 

平成３０年１１月２１日 教育委員会定例会 公表内容の決定 

平成３０年１２月１２日 児童生徒全家庭に各校の結果冊子を一斉配布 

平成３０年１２月１４日 ホームページ公開 
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平成 30 年９月 21 日 

教育委員会定例会資料 

教育支援課指導係 

（例）平成 29 年度の公表内容海老名市の結果① 
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海老名市の結果① （例）平成 29 年度の公表内容
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平成３０年度は、質問紙の内容が変更に 

なったため、 

◆生活習慣 ◆学習習慣 ◆自尊感情 

◆規範意識 ◆地域・社会への関心 

◆主体的・対話的で深い学び 

の６本の柱となります。 

海老名市の結果① （例）平成 29 年度の公表内容
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海老名市の結果② （例）平成 29 年度の公表内容（小学校国語 Aの場合）
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海老名市の結果② （例）平成 29 年度の公表内容（小学校国語 Aの場合）
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海老名市の結果③ （例）平成 29 年度の公表内容（家庭・地域の場合）
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海老名市の結果④ 
（例）平成 29 年度の公表内容
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海老名市の結果⑤ 
※新規の公表内容（小学校国語の場合）
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海老名市の結果⑥ 
（例）平成 29 年度の公表内容
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その他は 

３ 教員の研修・研究を推進します 

４ ＩＣＴ活用教育を推進します 

５ 授業の改善に取り組んでいます 

６ 「学校応援団」による学校支援を進めています 

７ 学習支援ボランティアを充実します 

８ 小中一貫教育を推進します

海老名市の結果⑦ （例）平成 29 年度の公表内容
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各校の結果① 
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各校の結果② 
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各校の結果③ 
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平成３０年１２月  日

保護者 様

海老名市立〇〇〇学校

校長 〇〇 〇〇

   平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の公表について

 日頃より、本校の教育活動にご支援をいただき心より感謝申し上げます。

 さて、海老名市では、平成 26 年度より、全国学力・学習状況調査の「市の結

果」と「学校の結果」を公表しているところです。

 つきましては、別冊のとおり、「本校の結果」をまとめた冊子を配布いたしま

すので、お読みいただき、今後の学校の取組やご家庭での取組について、ご理

解とご協力をお願いいたします。

 また、「市の結果」と「他の学校の結果」については、市のホームページで公

表しておりますので、ご覧ください。

 なお、結果の公表にあたっては、次の点にご留意いただきますようお願いい

たします。

＜結果の公表にあたって＞

〇 公表は、他市との比較や学校間の比較による優劣を判断するも

  のではありません。全国的な調査の結果として、分析・考察して、

今後の市の施策や学校の指導の改善に生かすために公表するもの

です。 

〇 また、公表することによって、保護者や市民の皆様に、市や学

  校の子どもの状況を理解していただき、改善に向けての取組に協

  力していただくために公表するものです。

             平成３０年１２月 海老名市教育委員会

【市の結果についての問い合わせ先】

                海老名市教育委員会教育部

                教育支援課 指導係

                電話 ０４６－２３５－４９１９

「市の結果」 

「他の学校の結果」

海老名市 全国学力
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　「海老名市保護者負担経費の在り方についての方針」を決定したいため

　提案理由

議案第２２号

「海老名市保護者負担経費の在り方についての方針」について

別紙のとおり、「海老名市保護者負担経費の在り方についての方針」について、議

決を求める。

平成３０年９月２１日提出
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海老名市保護者負担経費の在り方についての方針（案） 

海老名市教育委員会は、海老名市立小中学校における保護者負担経費の在り方につ

いての方針を次のとおり定める。 

各小中学校においては、この方針を基に、保護者負担経費の更なる適正化への取り

組みを進めていくものとする。 

また、教育委員会は、広く意見を聞くとともに、社会情勢の変化等を勘案しながら、

方針の適宜見直しを図るものとする。 

                       平成 30 年９月 21 日 

                       海老名市教育委員会 

１ 制服について 

各校の仕様書を作成し、業者に広く周知することによって、取扱店・販売店の拡

大を図り、保護者負担を軽減する。 

市ホームページに各校の制服・ジャージ服の販売店・価格等を公開することで、

入学以前から保護者が情報を入手できるようにする。 

仕様等を変更する場合は、生地について、現状では、各校とも生地から特注する 

ために価格が上昇している面があることから、汎用性があり流通している生地を 

使用する。 

制服のリユースの方法について検討する。 

２ ジャージ服（上下）について 

各校で選定委員会を組織し、仕様書を作成したうえでコンペ※ を行う。 

決定業者との契約期間は３年～６年を目安とする。 

ジャージ服のカラー分けについては、各校で必要性の議論を行う。 

ジャージ服（ハーフパンツ）についても、ジャージ服（下）との関連でコンペを 

行う。 

３ 上履き（兼体育館履き）について 

各校で選定委員会を組織し、仕様書を作成したうえでコンペ等を行う。 

決定事業者との契約期間は３年～６年を目安とする。 

平成 30 年９月 21 日（金） 

定例教育委員会資料 

就学支援課 
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４ 運動用Ｔｼｬﾂ・短ﾊﾟﾝ・ﾜｲｼｬﾂ・ﾎﾟﾛｼｬﾂについて 

仕様を定めた上での自由化が望ましい。 

既に実施している学校もあるが、全ての学校が平成 31 年度からの実施が望まし 

い。 

学校で指定していないものについても、販売店で推奨品としていることもあるた 

め、学校から保護者に対し、基本仕様に沿ったものであれば販売店以外でも自由

に買えることを周知する必要がある。 

５ 修学旅行について 

決定した内容は、保護者に実施の趣旨を正しく理解してもらえるよう、充分周知

して、説明責任を果たしていく。 

保護者や児童・生徒の意見を聞くことを検討する。  

複数の旅行会社によるプレゼンテーションや見積合わせを実施する際には、上限 

金額は伝えないことを検討する。 

様々な課題があるため、今後の方向性については別途検討会を立ち上げて検討す 

することも考える。 

６ 教材について 

学校で指定していないものについても、販売店で推奨品としていることもあるた

め、学校から保護者に対し、基本仕様に沿ったものであれば、販売店以外でも自

由に買えることを周知する必要がある。 

７ 卒業アルバムについて 

選定委員会で検討のうえ、学校ごとのコンペ等の実施を検討する。 

８ 学校からの保護者説明について 

入学時に、小学校は６年間、中学校は３年間で必要な経費及びスケジュールにつ

いて、学校から保護者へ説明する。また、年度当初の４月に、各学年の１年間の

スケジュールについて学校から保護者へ説明する。 

９ 公的支援について 

市内小中学校の授業で使用する彫刻刀と柔道着について、彫刻刀は全小・中学校

へ、柔道着は全中学校へ一定数を配備し無償貸与しているが、今後も、毎年活用

するもので使用頻度の低い教材等については、無償貸与することを検討する。 
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10 その他 

ジャージ服、上履き、教材等について、モデル校で実施しているコンペや選定委

員会での先行的な取り組みを参考にし、学校が日常で使用している様々なものに

ついて、コンぺ等で決めていくことを検討する。併せて、条件を設定のうえ、市

販品も可とするなど、一定の自由度を持たせる方法も検討する。 

ジャージ服等の選定にあたっては、必要に応じて選定委員会を開催し、選定委員

会の委員に第三者（学校運営協議会委員、保護者等）を入れて選定する。 

コンペ等、取り組みの実施後は、各校及び教育委員会において効果検証を実施し、

軽減効果が図られない場合は他の方策を検討する。 

各校が自主的、継続的に見直しを講じられるよう、教育委員会として、全校の状

況が分かる資料を作成して公開したり、他市の動向に関する情報を提供したりす

る。 

教育委員会は、選定にあたって公平性・透明性の確保に努める。  

※コンペ（コンペティションの略） 

  複数の業者からの提案を、書類審査とプレゼンテーションにより競わせ、選定

委員会が最も適した業者の提案を選定する方式。 
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「海老名市保護者負担経費の在り方について」 

【報告書】 

平成 30年９月 21日 

海老名市保護者負担経費検討委員会
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 はじめに 

 子どもたちの学校生活の中では、教材費や通学用服(制服)、修学旅行費など、さま

ざまな経費を保護者が負担している。経費負担の現状として、例えば市立中学校の制

服等の負担額においては、「多くの保護者が割高感・負担感を持っている」、「学校間

で金額に差がある」などの実態がある。また、制服に限らず、保護者が経費を負担す

る製品や金額の決定プロセスで、透明性の確保に課題があることも指摘されていると

ころであるが、これまで公の場でそれらに関する議論はなされずにいた。 

 このため、海老名市保護者負担経費検討委員会では、平成 29 年７月から平成 30 年

８月まで、海老名市立小中学校における保護者負担経費の在り方について、「公平性

を確保すること」、「保護者への説明責任を確実に果たすこと」を基本的な考え方とし

て、協議・検討を進めてきた。 

本報告書は、市内小中学校を対象に保護者が負担する制服、ジャージ服、上履き、

修学旅行などの必要経費について幅広く調査し、海老名市の保護者負担経費の実態を

把握したうえで、「制服」「ジャージ服（上下）」「上履き（兼体育館履き）」「運動用Ｔ

シャツ等」「修学旅行」「教材」「卒業アルバム」等や「学校からの保護者説明」「公的

支援」について、検討委員会で検討・協議した結果を提言としてまとめたものである。  

 今後は、報告書に示した提言について、その周知や説明を十分に行っていき、学校・ 

家庭・行政で連携した取組を行うことによって、保護者負担経費の適正化に積極的な 

推進を望むものである。 

【参 考】 

平成 30 年３月の文部科学省通知「学校における通学用服等の学用品等の適正な取扱

いについて」では、「保護者の経済的負担軽減に係る留意事項」の中で「教育委員会

は、保護者等ができる限り安価で良質な学用品等を購入できるよう所管の学校におけ

る取組を促すとともに、各学校における取組内容の把握に努めること。」としている。

また、「通学用服の選定等に当たっての留意事項」の中では「学校における通学用服

の選定や見直しについては、教育委員会は、所管の学校において通学用服の選定や見

直しが適切に行われるよう、必要に応じて指導を行うこと。」としている。 
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１
海老名市保護者負担経費検討委員会

について 

1-1 検討委員会の目的 

海老名市立小中学校における学用品の購入等に係る保護者負担経費について調

査し、その在り方について検討・協議し、保護者負担軽減の方策を探るとともに、

海老名市としての今後の方向性を定める。 

1-2 検討委員会の構成 

本検討委員会の構成員は次の 13 名である。 

   委員長   海老名市教育部長           岡田 尚子 

   副委員長  海老名市立小学校長会代表       秋山 範子 

委 員   海老名市立小学校単位 PTA 会長会代表  市川 弘秋 

         海老名市立小学校保護者代表      中村 賀子 

          海老名市立小学校保護者代表      瀧井 由美 

海老名市立中学校保護者代表      吉崎 真美 

          海老名市立中学校保護者代表      塩見 紀子 

         海老名市立中学校長会代表       飛矢崎 義基 

海老名市立小学校教頭会代表      宮原 秀子 

海老名市立中学校総括教諭代表     竹島 和也 

         海老名市教育委員会教育部次長     金指 太一郎 

         海老名市教育委員会教育部次長     小宮 洋子 

         海老名市教育委員会就学支援課長    小林 丈記 

         （平成 29 年度就学支援課長）      (奥泉 憲) 

   事務局   海老名市教育委員会就学支援課 

1-3 検討の経過 

本検討委員会は平成 29 年７月 27 日に発足し、計８回にわたって次の内容につい

て協議を行った。 

  【第１回会議】平成 29 年７月 27 日（木）18 時 00 分～19 時 30 分 

         海老名市役所 705 会議室 

    ○事務局による説明と確認 

     ・検討委員会概要 

・保護者負担経費の現状 

・保護者の持つ負担感について 
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・保護者アンケートの実施について 

    ○保護者負担経費についての自由協議 

  【第２回会議】平成 29 年 10 月６日（金）15 時 00 分～17 時 05 分 

         海老名市役所 705 会議室 

    ○保護者アンケートの結果について事務局より説明 

     ・小学校アンケート結果報告 

     ・中学校アンケート結果報告 

    〇アンケート結果について委員から意見聴取 

    〇保護者負担軽減策の方策検討 

  【第３回会議】平成 29 年 11 月 27 日（月）15 時 00 分～17 時 00 分 

        海老名市役所 705 会議室 

○彫刻刀と柔道着について 

  ・彫刻刀及び柔道着を市費で購入し、学校管理物品として児童生徒に貸与

することで保護者負担の軽減を図る。彫刻刀は全小・中学校へ、柔道着

は全中学校へ一定数を配備する。 

    ○制服について 

          ・学校間の価格差を減らすことについて検討 

    ○ジャージ服、運動着、上履きについて 

     ・現状と今後の方向性を検討 

  【第４回会議】平成 30 年２月５日（木）15 時 30 分～17 時 00 分 

         海老名市役所 705 会議室 

○公正取引委員会の公立中学校における制服の取引実態に関する 

調査報告書について 

    ○近隣市の状況及び海老名市との比較について 

   ○中学校制服・ジャージ服等に関する保護者負担軽減策について 

・公正取引委員会の提言を踏まえて、以下の４つの軽減策についてのメリ

ット、デメリット等を説明 

① コンペ・入札・見積もり合わせの実施 

② 取扱店の拡大 

③ デザイン・仕様の統一 

④ 基本仕様を学校で指定し、基本仕様に沿うものを保護者が自由に購入

する。 

  【第５回会議】平成 30 年３月 27 日（火）15 時 30 分～17 時 00 分 

         えびなこどもセンター 201 会議室 

○中学校制服・ジャージ服等に関する保護者負担軽減策について 

（事務局による概要等説明） 
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・市教委にて、仕様書の作成と制服等の販売店や価格についてホームペー 

   ジで公開を行う。 

・制服とジャージ服の議論をするうえで、前提としてはデザインの変更は

行わない。（変更を禁止するものではなく市教委としてデザインの変更

を指示することはしない。） 

制服・ジャージ服について 

  ・コンペ実施、取扱店、販売店の拡大を案とし、実施の際の流れやメリ

ット、デメリットについて説明 

運動用Ｔシャツ・短パン・ワイシャツ・ポロシャツについて 

  ・仕様を定めた上での自由化が望ましい旨の説明 

上履き（兼体育館履き） 

  ・一定の機能性の確保及び家庭の経済状況による格差を配慮し、各校毎

で統一のもの使用が望ましく、さらにコンペ実施による決定が望まし

い旨の説明 

   ○修学旅行の現状と保護者負担軽減策について 

（事務局による概要等説明） 

    ・市内中学校の行先、金額、決定のプロセス、平成 29 年８月に実施した

保護者アンケートの修学旅行に関する意見を紹介 

  【第６回会議】平成 30 年５月 22 日（火）15 時 30 分～17 時 00 分 

         えびなこどもセンター 201 会議室 

○制服・ジャージ服等の今後の方向性について（前回のまとめ） 

    ○モデル校でのコンペ実施について 

・今年度に先行モデルとして、１校でコンペを実施することで、 

① 保護者負担軽減の効果を図る。 

② コンペ実施のノウハウを蓄積させ効率的に実施できるようにする。 

・コンペ実施校： 海老名中学校 

・コンペ対象： 【ジャージ服（上・下）】、【上履き（兼体育館履き）】 

    〇修学旅行の課題と保護者負担軽減策について 

（事務局にて概要等説明） 

     ・修学旅行の課題について、保護者アンケートの意見も紹介しながら提示 

     ・保護者負担軽減策の現状と新たな軽減策について説明 

  【第７回会議】平成 30 年７月 25 日（水）15 時 30 分～17 時 00 分 

             えびなこどもセンター 301 会議室 

○「海老名市保護者負担経費の在り方についての提言」（案）について 

  【第８回会議】平成 30 年８月 30 日（木）15 時 30 分～17 時 00 分 

             えびなこどもセンター 301 会議室 

○「海老名市保護者負担経費の在り方について」報告書【案】について 
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２
海老名市保護者負担経費に係る現状

と課題 

2-1 保護者が負担している主な経費 

市教育委員会では、学校別の制服やジャージ服等の価格、制服・運動着・上履 

き等の比較、教材費の学校別平均額、修学旅行に係る経費、卒業アルバム代、新

入生にかかる物品を調査し、平成 29 年度の第１回総合教育会議で提示した。 

（平成 28 年度の数値） 

〇学校別制服、ジャージ服等                    単位：円 

 海老名中学校 有馬中学校 海西中学校 

販売店 ｵﾔﾏ･ﾐﾁﾙ ｸﾗｽﾙｰﾑ ※ ｵﾔﾏ･ﾐﾁﾙ ｸﾗｽﾙｰﾑ ※ ｵﾔﾏ･ﾐﾁﾙ 

男女別 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

制 服 57,150 59,202 51,520 44,370 56,852 52,424 43,782 43,458 61,992 61,631 

ジャージ

服等 

18,036 18,144 17,604 18,144 17,604 18,468 

合 計 75,186 77,238 69,556 62,406 74,996 70,028 61,926 61,062 80,460 80,099 

 柏ケ谷中学校 大谷中学校 今泉中学校 

販売店 ｵﾔﾏ･ﾐﾁﾙほか 5店 ｵﾔﾏ･ﾐﾁﾙ ｸﾗｽﾙｰﾑ ※ ｵﾔﾏ･ﾐﾁﾙ 

男女別 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

制 服 58,526 62,258 53,626 52,105 36,010 36,014 57,564 60,588 

ジ ャ ー

ジ服等 

16,092 17,550 17,280 

合 計 74,618 78,350 71,176 69,655 53,560 53,564 74,844 77,868 

※ｸﾗｽﾙｰﾑのｽﾞﾎﾞﾝはｵｰﾙｼｰｽﾞﾝﾀｲﾌﾟのため 1 本で、その他のｽﾞﾎﾞﾝは夏冬用 2 本で計上。 

〇制服・運動着・上履き等（比較）                単位：円 

  制 服 ジャージ服等 合 計 

平 均 

男子 53,002 17,595 70,597 

女子 52,450 17,505 69,955 

最高額 

男子 61,992 

（海西中学校） 

18,468 

（海西中学校） 

80,460 

（海西中学校） 

女子 62,258 

（柏ケ谷中学校）

18,468 

（海西中学校） 

80,099 

（海西中学校） 

最低額 

男子 36,010 

（大谷中学校） 

16,092 

（柏ケ谷中学校） 

53,560 

（大谷中学校） 

女子 36,014 

（大谷中学校） 

16,092 

（柏ケ谷中学校） 

53,564 

（大谷中学校） 
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〇教材費（学校別平均額）※                      単位：円

学校名 金 額 学校名 金 額 学校名 金 額 

海老名小学校 9,144 門沢橋小学校 9,347 海老名中学校 17,973 

柏ケ谷小学校 8,970 東柏ケ谷小学校 8,945 有馬中学校 15,569 

有鹿小学校 9,742 社家小学校 8,641 海西中学校 18,394 

有馬小学校 9,337 杉久保小学校 9,193 柏ケ谷中学校 14,763 

大谷小学校 8,823 今泉小学校 9,551 大谷中学校 13,933 

上星小学校 8,523 杉本小学校 9,936 今泉中学校 16,922 

中新田小学校 8,502     

〇教材費（学年別平均額）※      単位：円 

小学校 中学校 

学年 金 額 学年 金 額 

１年 9,920 １年 16,078 

２年 6,925 ２年 14,568 

３年 9,059 ３年 17,502 

４年 8,918   

５年 9,584   

６年 10,358   

※教材費：１年生の児童生徒については、小学校 10,000 円、中学校 17,000 円 

を市より援助している。 

〇修学旅行（小学校：行先は全小学校で日光）       単位：円 

学校名 金 額 学校名 金 額 

海老名小学校 20,072 門沢橋小学校 23,670 

柏ケ谷小学校 19,653 東柏ケ谷小学校 18,958 

有鹿小学校 20,667 社家小学校 20,400 

有馬小学校 21,713 杉久保小学校 21,810 

大谷小学校 21,167 今泉小学校 20,870 

上星小学校 22,120 杉本小学校 21,330 

中新田小学校 20,256   

〇修学旅行（中学校）                単位：円 

学校名 金 額 行先 

海老名中学校 54,440 京都・奈良 

有馬中学校 54,465 神戸・淡路島・京都 

海西中学校 53,998 石川 

柏ケ谷中学校 55,700 広島 

大谷中学校 50,837 京都・滋賀 

今泉中学校 55,871 京都・滋賀 
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〇卒業アルバム（小学校）                    単位：円 

学校名 金 額 

3 月の 

児童数 学校名 金 額 

3 月の 

児童数 

海老名小学校 6,700 133 門沢橋小学校 7,900 88 

柏ケ谷小学校 7,600 78 東柏ケ谷小学校 7,600 107 

有鹿小学校 7,000 95 社家小学校 8,900 61 

有馬小学校 8,000 64 杉久保小学校 7,400 101 

大谷小学校 7,000 107 今泉小学校 6,900 99 

上星小学校 7,400 92 杉本小学校 7,200 121 

中新田小学校 7,400 82    

〇卒業アルバム（中学校） 単位：円 

学校名 金 額 

3 月の 

生徒数 

海老名中学校 6,500 174 

有馬中学校 5,900 217 

海西中学校 6,500 185 

柏ケ谷中学校 5,500 247 

大谷中学校 5,500 199 

今泉中学校 6,048 188 

〇新入生にかかる物品（小学校１年生）              単位：円 

購入物品 金 額 購入物品 金 額 

ランドセル 20,000～50,000

程度 

体操着・上履き 3,000 

教材費 9,920 防災ずきん 2,000 

遠足（校外活動費） 2,117 白衣セット 1,000 

鍵盤ハーモニカ 4,000 給食費 42,300 

絵具セット 4,500 合計 88,837～118,837 程度 

〇新入生にかかる物品（中学校１年生）              単位：円 

購入物品 金 額 購入物品 金 額 

制服 36,000～62,000

程度 

リコーダー 

（ｱﾙﾄ） 

3,000 

ジャージ服等 18,000 遠足（校外活動費） 1,932 

教材費 16,708 ミルク給食費 5,200 

柔道着 5,000 合計 85,840～111,840 
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2-2 保護者負担経費検討に係るアンケート調査結果 

保護者の生の声を聴き、検討委員会での議論および今後の方向性に反映させるた

め、アンケートを行った。 

《調査実施日》   平成 29 年８月 25 日～９月１0日 

《調 査 対 象》  海老名市立小・中学校に通う児童・生徒の保護者で、学校メール 

の登録のある方 11,439 名 

《回答者数・回答率》 

回答者数 1,481 名（小学校：1,055 名・中学校：426 名） 

回答率  12.9％ （小学校：13.6％・中学校：11.6％） 

１ アンケート結果 

（１）負担をどう感じたか。 

   小学校では入学準備、運動着等、中学校ではジャージ服等、修学旅行、 

教材費で負担を感じている割合が高い。 

小学校 中学校 

感じた 感じない 感じた 感じない 

教材費 ４４％ ３４％ ４９％ ２６％ 

新入学準備 ５１％ ２３％ ６３％ １８％ 

ジャージ服等 ５０％ １０％ ７６％ １０％ 

修学旅行 ４８％ １７％ ６３％ １３％ 

卒業アルバム ３２％ ２９％ ３６％ ３６％ 

（２）見直し（検討）等を行うことをどう考えるか。 

   制服、ジャージ服等、技能実技教材(柔道着・彫刻刀等)で、価格抑制を 

目的とした見直し・検討を必要と感じる割合が高い。 

小学校 中学校 

賛成 反対 賛成 反対 

技能実技教材 ７７％ ５％ ７４％ ７％ 

制服 ８４％ ２％ ８０％ ４％ 

ジャージ服等 ８０％ ２％ ８１％ ２％ 

修学旅行 ６０％ ８％ ６６％ ４％ 

卒業アルバム ５８％ ６％ ５６％ ８％ 
※「感じた」・「賛成」には、どちらかといえば「感じた」・「賛成」を、 

     「感じない」・「反対」には、どちらかといえば「感じない」・「反対」を含む 

（３）制服の適正と思う価格について 

  50,000 円未満が適正と感じる保護者が小学校で 67%、中学校で 65%となった。 

 50,000 円未満 60,000 円未満 70,000 円未満 70,000 円以上 

小学校 ６７％ ２５％ ５％ ３％ 

中学校 ６５％ ２５％ ４％ ６％ 
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２ アンケートに寄せられた意見（意見の多かったもの） 

【制服】 

  ・制服が高いと感じる（１７５件） 

  ・ポロシャツ等の指定をやめて、ある程度自由に選べるようになるとよい（４６件） 

・リサイクルの充実を希望（２１件） 

・中学校の制服自体には賛成（３４件） 

・中学校の制服自体必要ない（９件） 

【ジャージ服、運動着、上履き】 

  ・高い、複数枚購入は負担、価格の見直しを希望（１８２件） 

  ・選択肢があるとよい、市販の代用品を認めてほしい、ジャージ服は指定でよいが、運

動着や上履きは小学校のように自由でよい（７７件） 

  ・学年カラー、名前等の刺繍をやめてほしい（４８件） 

  ・デザイン、生地、機能性、質など見直しを希望（３９件） 

【修学旅行】 

  ・中学校の民泊（農業体験）に反対、民泊は不安（１５７件） 

  ・内容に見合っているならよい、質や安全性を下げるくらいなら今のままでよい 

（１２４件） 

  ・金額が高いと感じる、民泊なのに高い（７４件） 

【教材費】 

  ・柔道着は学校で用意するか、レンタル希望、購入に不満（８３件） 

  ・彫刻刀を学校の備品として対応してほしい、購入に不満（６１件） 

  ・使用頻度の低いものや、学校でしか使わないものは学校で用意してほしい（７１件） 

  ・絵具や裁縫道具は、費用負担し、個人の所有とするべき（３８件） 

【自由な意見】 

  ・保護者負担が減ることはありがたい、負担が軽減されれば他にまわすことができる 

(４０件) 

・使い道が透明化されれば負担も納得できる、負担に感じない（３４件） 

・適正な競争により価格が抑制されることを望む、競争で質の向上をしてほしい 

（２１件） 

・年間のスケジュールや集金額をあらかじめ知らせてほしい（１４件） 
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2-3 保護者負担経費に係る課題 

アンケート調査等から、次のような課題があることがわかった。 

制服について 

・割高感や負担感がある。 

・限られた業者でしか買えず、価格の高止まり（業者間での価格競争が生じてい

ないこと）に対する懸念がある。 

・入学前に保護者が情報を入手できることが求められる。 

ジャージ服、上履き、運動着等について 

 ・価格が高いので、価格競争をさせるといった努力・工夫が求められる。 

 ・市内統一のものにすることや、学年カラーや名前の刺繍を廃止することが求め

られる。 

 ・指定ではなく、市販の代用品を認めることが求められる。 

修学旅行について 

  ・費用が高く負担感がある。 

・価格に見合った体験ができているか整理する必要がある。 

（民泊先で同一の体験が出来ない等の不平等感がある。） 

  ・修学旅行の形態（民泊・農業体験等の意義）について整理する必要がある。 

・アレルギーや障害のある児童・生徒への対応に対して配慮が求められる。 

・安全面での配慮（旅行先での事故や怪我の対応）が求められる。 

・保護者への説明の機会を確保することが求められる。 

  ・教育課程における位置づけを整理する必要がある。 

教材について 

・指定ではなく、市販の代用品を認めることが求められる。 

・使用頻度の低いものや、学校でしか使わないもの、将来的に不要と思われるも

のについて整理がする必要がある。 

・シンプルなものに統一することで価格を抑えることが求められる。 

卒業アルバムについて 

 ・簡素化して価格を抑えることが求められる。 

 ・アルバム作成過程の見直しをする。 

・競争性を持たせることが求められる。 
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３
海老名市保護者負担経費の在り方に

ついての提言 

本検討委員会では、前述の課題に対して様々な資料をもとに協議し、保護者負担経

費の在り方について検討した。その結果として次のとおり提言する。 

基本的に目指すものは、保護者負担の軽減を図ることであり、公平性、透明性、競

争性、経済性を確保した中で、適切な運用をするため、各項目について提言する。 

3-1 制服について 

各校の仕様書を作成し、業者に広く周知することによって、取扱店・販売店の拡

大を図り、保護者負担を軽減する。 

市ホームページに各校の制服・ジャージ服の販売店・価格等を公開することで、

入学以前から保護者が情報を入手できるようにする。 

仕様等を変更する場合は、生地について、現状では、各校とも生地から特注する 

ために価格が上昇している面があることから、汎用性があり流通している生地を 

使用する。 

制服のリユースの方法について検討する。 

3-2 ジャージ服（上下）について 

各校で選定委員会を組織し、仕様書を作成したうえでコンペを行う。 

決定業者との契約期間は３年～６年を目安とする。 

ジャージ服のカラー分けについては、各校で必要性の議論を行う。 

ジャージ服（ハーフパンツ）についても、ジャージ服（下）との関連でコンペを 

行う。 

3-3 上履き（兼体育館履き）について 

各校で選定委員会を組織し、仕様書を作成したうえでコンペ等を行う。 

決定事業者との契約期間は３年～６年を目安とする。 

3-4 運動用Ｔｼｬﾂ・短ﾊﾟﾝ・ﾜｲｼｬﾂ・ﾎﾟﾛｼｬﾂについて 

仕様を定めた上での自由化が望ましい。 

既に実施している学校もあるが、全ての学校が平成 31 年度入学生からの実施が 

望ましい。 

学校で指定していないものについても、販売店で推奨品としていることもあるた 

め、学校から保護者に対し、基本仕様に沿ったものであれば販売店以外でも自由

に買えることを周知する必要がある。 

- 47 -



3-5 修学旅行について 

決定した内容は、保護者に実施の趣旨を正しく理解してもらえるよう、充分周知

して、説明責任を果たしていく。 

保護者や児童・生徒の意見を聞くことを検討する。  

複数の旅行会社によるプレゼンテーションや見積合わせを実施する際には、上限 

金額は伝えないことを検討する。 

様々な課題があるため、今後の方向性については別途検討会を立ち上げて検討す 

することも考える。 

3-6 教材について 

学校で指定していないものについても、販売店で推奨品としていることもあるた

め、学校から保護者に対し、基本仕様に沿ったものであれば、販売店以外でも自

由に買えることを周知する必要がある。 

3-7 卒業アルバムについて 

選定委員会で検討のうえ、学校ごとのコンペ等の実施を検討する。 

3-8 学校からの保護者説明について 

入学時に、小学校は６年間、中学校は３年間で必要な経費及びスケジュールにつ

いて、学校から保護者へ説明する。また、年度当初の４月に、各学年の１年間の

スケジュールについて学校から保護者へ説明する。 

3-9 公的支援について 

市内小中学校の授業で使用する彫刻刀と柔道着について、彫刻刀は全小・中学校

へ、柔道着は全中学校へ一定数を配備し無償貸与しているが、今後も、毎年活用

するもので使用頻度の低い教材等については、無償貸与することを検討する。 

3-10 その他 

ジャージ服、上履き、教材等について、モデル校で実施しているコンペや選考委

員会での先行的な取り組みを参考にし、学校が日常で使用している様々なものに

ついて、コンぺ等で決めていくことを検討する。併せて、条件を設定のうえ、市

販品も可とするなど、一定の自由度を持たせる方法も検討する。 

ジャージ服（上下）等の選定にあたっては、必要に応じて選定委員会を開催し、

選定委員会の委員に第三者（学校運営協議会委員、保護者等）を入れて選定する。 

コンペ等、取り組みの実施後は、各校及び市教育委員会において効果検証を実施

し、軽減効果が図られない場合は他の方策を検討する。 

各校が自主的、継続的に見直しを講じられるよう、市教育委員会として、全校の

状況が分かる資料を作成して公開したり、他市の動向に関する情報を提供したり

する。 

市教育委員会は、選定にあたって公平性・透明性の確保に努める。 
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 おわりに 

保護者負担経費の在り方については、様々な意見があり、問題意識は高まってい

るところである。現場の教員や保護者の方に関心を持ってもらうことも課題となっ

ている。 

また、本提言の内容は、今後の状況により適宜見直していく必要がある。状況を

注視し、様々な意見を取り入れながら適正な時期に見直しを行い、より良い取組と

なるよう期待するところである。 

【お問合せ先】 

海老名市教育委員会就学支援課 
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